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昨
年
12
月
に
北
海
道
新
幹
線
新
青
森－

新
函
館
間
は
、
平
成
17
年

度
当
初
に
新
規
着
工
し
、
完
成
目
標
が
平
成
27
年
度
末
に
決
ま
り
ま

し
た
。

長
い
間
、
県
民
及
び
町
民
が
待
ち
望
ん
だ
北
海
道
新
幹
線
が
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
調
査
開
始
か
ら
59
年
に
し
て
よ
う
や
く
着
工
が
決
ま
り
、

夢
の
新
幹
線
が
現
実
と
な
っ
て
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
走
る
の
も
あ
と
11

年
で
す
。
町
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
、

各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
津
軽
今
別
駅
周
辺
の
ア
ク

セ
ス
道
路
な
ど
環
境
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
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平
成
10
年
に
北
海
道
新
幹
線

奥
津
軽
駅

(

仮
称)

の
設
置
が

決
定
し
、
一
日
も
早
い
北
海
道

新
幹
線
の
着
工
を
待
ち
望
ん
で

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
関

係
者
各
位
の
御
尽
力
に
よ
り
着

工
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

町
民
を
代
表
し
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
町
民
と
一
緒
に

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
早
期
完
成
・
開
業

を
願
い
、
関
係
機
関
の
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
駅
前
周
辺
整

備
や
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
な
ど

の
事
業
促
進
に
努
め
、
さ
ら
に

津
軽
半
島
圏
域
と
道
南
地
域
と

の
一
層
の
交
流
を
図
り
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

道
新
幹
線
新
青
森－

新
函
館
間

着
工
が
決
定
と
な
り
ま
し
た
こ

と
を
、
議
会
を
代
表
し
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
町
民

の
皆
様
方
と
一
緒
に
喜
び
た
い

と
存
じ
ま
す
。

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
ま
で

に
は
、
津
軽
今
別
駅
周
辺
の
更

な
る
整
備
に
つ
い
て
、
町
と
議

会
が
一
致
協
力
し
諸
計
画
の
推

進
に
努
め
ま
す
。
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約360㎞
(約150㎞) (約210㎞)

約34分 約45分
&
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こ
の
た
び
、
国
・
県
及
び
関

係
各
位
の
御
尽
力
に
よ
り
北
海



平
成
16
年
12
月
１
日
に
全
国

一
斉
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
改
選
に
な
り
ま
し
た
。

今
別
町
で
は
、
担
当
世
帯
の

定
数
見
直
し
で
１
名
減
の
18
名

で
、
男
４
名
、
女
14
名
、
う
ち

２
名
は
、
主
任
児
童
委
員
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
民
生
委
員
、
児

童
委
員
が
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
の
実
績
は
、
保
護
指
導
を
行

う
立
場
と
さ
れ
て
い
た
以
前
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら

『

常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を

行
う
者』

へ
と
民
生
委
員
法
に

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
目
と
な
り
、
口
と
な
り
、

手
足
と
な
っ
て
活
動
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
ん
な
問
題
で
も
、『

お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い』

『

秘

密
は
守
り
ま
す』

。
左
記
の
と

お
り

『

住
民
の
立
場
に
立
つ』

活
動
の
基
本
姿
勢
を
列
記
し
、

今
後
と
も
私
た
ち
の
活
動
に
対

し
て
、
地
域
皆
さ
ん
の
率
直
な

意
見
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

二
期
目
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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一
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大

切
に
し
、
そ
の
人
ら
し
い
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
え
ま
す
。

二
、
住
民
、
利
用
者
の
視
点
か

ら
地
域
の
福
祉
関
係
機
関
、

団
体
と
の
連
携
、
協
働
に
努

め
ま
す
。

三
、
相
互
の
支
え
合
い
を
通
し

て
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
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今別１区 (八幡町) 大 川 玲 子 35－2571

今別２区 (新町・逗子) 吉 田 恵 子 35－2110

今別３区 (新道･寺町･後町) 小 鹿 とし子 35－3903

今別４区 (三階町・団地) 山 田 キ エ 35－2458

今別５区 (西田) 小 野 ヒ サ 35－2405

浜 名 川 村 ユキ子 35－3363

大川平 (下町) 三 上 和 徳 35－2866

大川平 (上町) 嶋 中 俊 次 35－3165

二 股 相 内 寛 子 35－2922

鍋田・関口 山 崎 幸 江 35－3317

村 元 宮 本 松江子 35－2747

山 崎 太 田 邦 彦 35－3637

大 泊 吉 田 ト モ 36－2220

袰 月 清 水 登 乃 36－2354

砂ケ森 川 口 明 徳 36－2364

奥平部・綱不知 田 中 幸 子 36－2403

主任児童委員 山 内 和 子 35－3064

主任児童委員 平 山 良 子 35－2707

配偶者暴力防止法が改正されました｡
保護命令の対象を､ 子どもや離婚した元配偶者まで

拡大するとともに､ 退去命令の期間を２ヶ月に延長す
ることなどを柱とした改正法が成立し､ 平成16年12月
２日に施行されました｡
１. ｢配偶者からの暴力｣
の定義の拡大
２. 保護命令制度の拡充
３. 被害者の自立支援の
明確化等

※問い合わせ
東地方健康福祉こどもセ
ンター福祉部 (配偶者暴
力相談支援センター)
�017－734-9951
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平
成
16
年
12
月
の
今
別
町
議
会
定
例

会
で
、
選
任
さ
れ
た
今
別
町
選
挙
管
理

委
員
会
４
人
の
組
織
会
が
１
月
17
日
行

わ
れ
、
委
員
長
に
は
新
井
田
昭
氏

(

65

歳
・
浜
名)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

委
員
長
職
務
代
理
者
に
鈴
木
源
藏
氏

(

66
歳
・
砂
ヶ
森)

、
委
員
に
小
鹿
信
行

氏

(

65
歳
・
今
別)

、
上
山
等
氏

(

57

歳
・
大
川
平)

の
両
氏
に
決
ま
り
、
任

期
は
、
平
成
16
年
12
月
15
日
か
ら
平
成

20
年
12
月
14
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
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町
教
育
委
員
会
・
同
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
こ
の
ほ
ど
子
ど
も
を

持
つ
全
て
の
親
・
子
育
て
支
援
に
関
心
あ

る
方
を
対
象
と
し
た
、｢

子
育
て
講
座｣

を
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
に
は
、
青
森
市
在
住
の
親
業
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
沼
宮
内
享
美
氏
を
講
師
に

『

親
と
子
の
心
の
か
け
橋』

と
題
し
、
実

例
を
あ
げ
な
が
ら
、
子
ど
も
へ
の
し
つ
け
、

や
さ
し
さ
を
ど
う
表
現
し
た
ら
子
ど
も
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
な
ど
、
子
育
て

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
山
内
和
子
さ
ん

と
工
藤
清
子
さ
ん
は

｢

今
回
は
、
10
名
の

参
加
者
で
し
た
が
、
も
っ
と
参
加
の
輪
を

広
げ
、
少
し
で
も
子
育
て
の
支
援
を
し
て

い
き
た
い｣

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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今
別
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
で

は
、
こ
の
ほ
ど
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

同
子
ど
も
会
育
成
者
と
親
子
を
対
象
に
研

修
会
を
開
催
し
、
35
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

研
修
会
は
、
今
後
の
子
ど
も
会
活
動
の

あ
り
方
、
同
連
絡
協
議
会
の
方
向
性
や
、

地
域
と
の
共
同
理
解
を
深
め
る
目
的
で
行

わ
れ
、｢

お
や
こ
食
育
教
室｣

｢

親
子
で
楽

し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ｣

な
ど
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し

た
。参

加
し
た
、
町
子
ど
も
教
室
推
進
委
員

の
平
山
良
子
さ
ん
は

｢

食
事
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
や
、
色
々
な
楽
し
い

ゲ
ー
ム
な
ど
を
子
ど
も
会
活
動
、
地
域
活

動
に
役
立
て
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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１
月
13
日
か
も
め
作
業
所

(

所
長
井

関
文
治)

へ
、(

株)

青
森
サ
ン
ワ
ド
ー

(

代
表
取
締
役
社
長
中
村
勝
弘)

か
ら
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

(

株)

サ
ン
ワ
ド
ー
で
は
、
青
森
県

健
康
福
祉
部
よ
り
推
薦
を
受
け
た
福
祉

施
設
に
毎
年
電
気
機
器
を
寄
贈
し
て
い

ま
す
。

か
も
め
作
業
所
で
は
、(

株)

サ
ン
ワ

ド
ー
か
ら
平
成
10
年
も
テ
レ
ビ
を
寄
贈

さ
れ
、
今
回
は
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

井
関
所
長
は
、｢

と
て
も
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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｢

今
別
川
に
自
然
を
も
ど
す
会｣

は
、

昨
年
11
月
末
、
県
土
整
備
事
務
所
の
許
可

を
受
け
、
新
今
別
橋
上
流
、
関
口
川
と
の

合
流
点
の
上
流
、
大
川
平
橋
下
流
の
３
ヶ

所
に
約
１
ト
ン
の
自
然
石
を
25
個
ほ
ど
投

入
し
ま
し
た
。

巨
石
の
投
入
に
よ
り
、
川
の
流
れ
の
変

化
や
渦
の
形
成
な
ど
で
、
ア
ユ
、
マ
ス
、

カ
ジ
カ
な
ど
の
生
息
に
、
よ
り
良
い
環
境

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
17
年
度
は
、
倍
の
大
き
さ
の
石
を
投
入

す
る
計
画
で
い
る
そ
う
で
す
。

｢

今
別
川
に
自
然
を
も
ど
す
会｣

で
は
、

今
後
も
事
業
を
継
続
し
、
憩
い
の
河
川
づ

く
り
に
努
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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こ
の
ほ
ど
、
今
別
町
長
と
当

町
のViC(

ビ
ッ
ク)

・
ウ
ー
マ

ン
と
の
語
る
会
が
、
青
森
地
域

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
・
町

担
当
職
員
を
交
え
て
荒
馬
の
里

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ViC(

ビ
ッ
ク)

・
ウ
ー
マ
ン

は
、
県
知
事
か
ら
認
定
さ
れ
地

域
の
よ
り
よ
い

｢

農
林
水
産
業

と
く
ら
し｣

を
指
揮
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
意
味
し
て
お
り
、

当
町
で
は
平
成
７
年
度
か
ら
７

名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
４
名
の
参
加
が
あ
り

｢

み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
我

が
町
づ
く
り｣

を
テ
ー
マ
に
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
や
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
小
鹿
町
長
か
ら
は
意

見
提
言
に
答
え
な
が
ら
、｢

今

後
も
、
女
性
か
ら
の
積
極
的
な

町
づ
く
り
の
意
見
や
提
言
を
出

し
て
ほ
し
い｣

と
町
づ
く
り
へ

の
女
性
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

主
な
話
題
と
し
て
は
、
産
直

販
売
や
加
工
、
栽
培
漁
業
な
ど

の
経
営
、
食
の
安
全
や
野
菜
花

き
複
合
経
営
な
ど
今
ま
で
の
状

況
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
楠

美
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
、

｢

皆
さ
ん
の
意
見
が
少
し
で
も

行
政
に
反
映
さ
れ
、
今
後
の
活

動
も
町
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い｣

と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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『

第
10
回
元
気
な
か
っ

ち
ゃ
の
味
自
慢
・
う
で
自

慢』

が
１
月
14
日
・
15
日

の
両
日
、
青
森
市
観
光
物

産
館
ア
ス
パ
ム
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
５

０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
大
川
平

加
工
グ
ル
ー
プ
、
ザ
・
あ
っ

ぱ
〜
ズ
、
西
部
漁
協
婦
人

部
、
農
協
女
性
部
が
参
加

し
各
グ
ル
ー
プ
が
持
ち

寄
っ
た
加
工
品
を
販
売
し

ま
し
た
。

ま
た
、
料
理
の
実
演
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
大
川
平
加
工

グ
ル
ー
プ
の

｢

け
の
汁｣

が
紹
介
さ
れ
、
代
表
で
本

郷
ま
つ
子
さ
ん
、
相
内
く

り
子
さ
ん
、
小
鹿
裕
子
さ

ん
が
壇
上
で
調
理
し
、
来

場
者
に
振
る
舞
い
、
大
変

好
評
を
得
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
で
は
、

｢

商
品
が
完
売
し
と
て
も

う
れ
し
い
。
今
後
も
特
産

品
の
開
発
な
ど
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
な
が
ら
、
町
の
Ｐ

Ｒ
に
貢
献
し
た
い｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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����������������
����������������������	����������������������������������������
����������������【おはよう､ 今別！私は一週間のぶりにハワイのカウアイから帰っ
て来ました｡ ハワイはほとんどの皆さんが聞いたことがあるけど､ カウアイはたぶん聞い
たことがないでしょう｡ カウアイはハワイ諸島でもっとも東よりでほとんど開発されてい

ない島です｡ カウアイはすごく自然が豊かで峡谷や岸壁などビーチが有名です｡】
 ������
��������
������!
��������	��
��"�����������������������������#������
��!
����	������������������$�
�%��������������������������������&'��������(�����
!
�������"������)��������'����������	��������������*
����*���
��'����������	������
������������������������
�������������������������+���������	���������������
�������������������������������������【今回のハワイは日本に来てから始めてアメリカに帰るけど､
私の知っているアメリカの感じではありませんでした｡ ハワイは出生地のハワイ人 (ポリネシア人)､ アメリカ
の白人､ 日本人､ 中国人､ フィリピン人などの特有な文化が混じり合っています｡ フィリピンの‘マンジュ’と
いう菓子を食べました｡ マンジュの中はあんこだけど外は餅ではなくてあげたペーストリ (パイやタルトみたい
もの) でした－おいしかった！蒸した野生のヤギの肉とココナツとオノという魚も食べました｡ 】
	
�����������������
 ���������������������������������������������,-
���������
.��
������������������������
������������.�����������"������� �������������
�������������*
�����*�����������*��������*��
�	��������������������������������
��������#������������������【ホノルルで大学の時の仲良し同級生二人と合流して､ カウカウアイまで飛
行機で30分ぐらいかかりました｡ カウアイでキャンピングしたりハイキングしたりいっぱい話したりきれいな海
で泳ぎました｡ 一月なのを忘れていました！ハワイ語で‘ありがとう’は‘マハロ’です｡ ハワイに行くチャン
スがあればカウアイに行ってみてください､ わくわくさせる所です｡】

� � ������������������� � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

今
別
中
学
校
で
こ
の
ほ
ど
、
初
め

て
の
日
曜
参
観
日
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
88
名
の
保
護
者
は
、
子
ど

も
達
の
授
業
を
参
観
し
た
あ
と
、
体

育
館
で
行
わ
れ
た
全
体
講
話
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

公
立
青
森
大
学
副
学
長
の
佐
藤
正

昭
氏
に
よ
る
全
体
講
話
会
は
、｢

中

学
生
の
子
ど
も
と
う
ま
く
向
き
合
う

た
め
に｣

と
題
し
て
行
わ
れ
、
お
互

い
を
尊
重
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、｢

自
分
も

通
っ
て
き
た
道
、
反
省
も
踏
ま
え
子

ど
も
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い｣

、

｢

子
ど
も
の
意
見
に
批
判
的
に
な
り

が
ち
だ
っ
た
よ
う
に
思
う｣

な
ど
の

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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新
春
書
き
初
め
大
会
が

１
月
５
日
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
、
10
人
が
新
春
に

ふ
さ
わ
し
い
伸
び
伸
び
と

し
た
文
字
を
書
き
上
げ
ま

し
た
。

課
題
は
、
小
学
生
が

｢

み
ら
い｣

｢

お
正
月｣

｢

美
し
い
光｣

｢

春
風
千
里｣

、

中
学
生
が｢

雪
光
る
富
士｣

、

一
般
が

｢

山
河
四
方
春｣

で
、
参
加
者
は
し
っ
か
り

し
た
筆
運
び
で
一
字
一
字

丁
寧
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�

加
賀
谷
光
輝(

今
小
２
年)

�
�

�
�

�
�

�
�

�

川
村

茉
以(

今
小
６
年)

阿
部

涼
平(

今
小
６
年)

阿
部

周
平(

今
中
２
年)

�
�

�
�

川
村

修
平(

今
小
３
年)

平
山

輝(

今
小
４
年)

梅
田

祐
加(
今
小
６
年)

荒
内

俊
樹(
今
小
６
年)

宮
越

翔
平(

今
中
２
年)

�
�

�
�

小
鹿

由
正(

大
川
平)
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太りすぎは生活習慣病の温床といわれています｡
そのため､ 太りすぎを予防・解消することが生活
習慣病予防につながります｡
まず自分の肥満度をチェックしてみよう｡ そし
て ｢食べすぎ｣ ていませんか？ ｢運動｣ は？
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1 � � � #$�����) �� ��$� �� ��(� 3� $�3�

������	�
性別・年齢・身長別の標準体重を求め､

それぞれの子どもの体重がこの標準体重よ
り何％多いか少ないかをみる方法です｡
例えば６年男子身長146.3㎝体重48.0㎏

だと､ 標準体重39.1㎏なので�����

 !����	�
―自分の身長から標準体重を算出し肥満度を知る方法―

あなたの標準体重は ㎏＝身長 ｍ×身長 ｍ×22
肥満度は

(48.0㎏－39.1㎏) ×100≒22.8％39.1㎏

��
あなたの体重 ( ㎏) －標準体重 ( ㎏) ×100標準体重 ( ㎏)
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国民年金は､ 20歳から60歳までの40年間保険料を納めると､ 満額の年金を受給することができます｡
国民年金保険料に未納期間があると将来受給する老齢基礎年金が減額されることになります｡
国民年金は､ 40年間国民年金保険料を納付して､ 年間約80万円の満額の年金を受給できますが､ 老
齢基礎年金を受給するために必要な25年間納めた場合では､ 年間約50万円で約30万円も違います｡ そ
のうえ､ 国民年金保険料に納め忘れがあると､ ケガや病気で障害が残ったときの障害基礎年金や､ 一
家の働き手を亡くした時の遺族基礎年金を受けるために必要な納付要件を満たさないために､ 受給で
きなくなる場合がありますので十分注意してください｡

年金を受給している方が亡くなったときには､ 遺族の方は ｢年金受給権者死亡届｣ に年金証書 (添
えることができない場合はその理由) と戸籍謄本か死亡診断書のどちらかを添えて､ 届出をしてくだ
さい｡
この届出が遅れると､ 年金を多く受け取りすぎて､ 後で返さなければいけないことになりますので
十分注意してください｡ また､ 亡くなった方に未払いになっている年金がある場合は､ 亡くなった方
と生計を同じくしていた①配偶者②子③父母④孫⑤祖父母⑥兄弟姉妹の順で請求することができます｡
未払いの年金を請求する場合には､ ｢未支給金・保険給付請求書｣ に年金の振込先口座を金融機関
から証明を受けたうえで､ 年金証書､ 戸籍謄本､ 亡くなった方と請求される方が生計を同じくしてい
たことを確認できる書類 (住民票・生計同一申立書等)を添えて請求してください｡
◎お問い合わせ：青森社会保険事務所�017－731-2228 ・国民年金係�35－2001
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会社や役所などを退職して年金を受けられる75歳未満の人とその被扶養者は､ ｢退職者医療制度｣
でお医者さんにかかることになります｡
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県では､ 広く県民の皆様から意見・要望などをお聞きし､ 施策の企画・立案の参考にするため県政モニ
ターを募集しています｡
�� � � � 県内にお住まいの満20歳以上の方

(議員､ 公務員､ 行政相談委員､ 国や地方公共団体のモニターになっている方や今後
なる予定の方､ 平成12年度以降に県政モニターを経験した方は除きます｡)

�� � � � 70名程度
�� � � � 平成17年４月下旬からおよそ２年間
��  ①アンケートに対する回答 (年４回位)
�� � ! " 必要事項を記入して､ 官製はがき又はＥメールでお申込みください｡
�� � # $ 平成17年２月10日 (木) (当日消印有功)

�% & ' ( 応募者の中から地域・年齢・職業などを考慮して決定し､ 平成17年３月末までに全員
に結果を通知します｡

�) * + １年ごとに記念品を贈呈します｡
◆お問い合わせ､ お申込みは・・・・・青森県 特別対策局 広報広聴室 県政モニター係

〒030－8570 青森市長島１丁目１－１ �017－734－9138 (直通)
メールアドレス ���������	
������
���	
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●使用済みとなった自動車は､ 自治体に登録された引取り業者 (新車・中古ディラー､ 整備業者､
解体業者など) に引渡していただくことになります｡ 使用済み自動車は､ 自動車リサイクル法の
もとできちんとリサイクルされます｡

※お問い合わせ：自動車リサイクルシステムコンタクトセンター �(コールセンター)03－5673－7396

●料金は原則､ �����に｡
●既に販売されている車については､ ���	
����
���に支払っていただくことになります｡
(自動車の登録・車検時に支払いの確認がなされます｡)

●リサイクル料金の具体的な額はメーカー・輸入業者が､ 車ごとに明示しています｡
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日本赤十字社は､ 赤十字
の趣旨や活動に理解､ 賛同
し毎年一定額の社費を拠出
して下さる社員によって支
えられています｡ 今年も奉
仕者の方々が各家庭を訪問
しますのでご理解とご協力
をお願いします｡
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環境福祉担当
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� � 平成17年２月19日(土) 午後１時～３時
� � 町立中央公民館
� � 子どもを持つ全ての親・子育て支援に関心

のある方
� � 日本助産師会青森県支部

性教育プロジェクト“あかり”
リーダー 松江 喜美代氏
�  

��������	
��������

���������������
 �

!������：教育委員会 �35－2157

��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

個人で事業をしている場合､ 不動産収入がある場合な
どは確定申告が必要です｡ また､ 所得税が源泉徴収され
たサラリーマンなどは､ 次の場合､ 還付申告をすること
により､ 所得税が還付される場合があります｡
◎マイホームをローンなどで取得した
◎多額の医療費を支払った
◎災害や盗難があった
◎中途退職などのため､ 年末調整を受けていない

"#$%�

２月16日(水) ～３月15日(火) の平日と
２月20日(日) ・27日(日)

※還付申告は１月24日(月)から会場を設置しています｡
"� � 青森税務署

(青森市長島１丁目３－５ 青森第２合同庁舎)
"����� 017－776－4241

��������	
��

1855年(安政２年) ２月７日､ 択捉島とウルップ島
の間を日露両国の国境線とする ｢日露通好条約｣ が平
和裏に調印されました｡
政府は､ 国後島､ 択捉島､ 歯舞群島､ 色丹島の北方
領土が日本領土とされたこの日にちなんで､ 昭和56年
に､ ２月７日を ｢北方領土の日｣ と定め､ この日を中
心に全国的に集会､ 講演等の行事を行い､ この問題に
対する国民の関心と理解を深めることとしています｡
青森県にも､ 多くの四島出身者がいらっしゃる中､
このような活動が実を結び､ １日も早い北方領土返還
が実現するよう､ 県民の総意を結集し､ 粘り強い返還
運動を展開していきましょう｡

����&�'()*+,-.

(�017－734－9093)

��������	
�����

最近､ ジュースの自動販売機を置きたいと言って､ 土
地賃貸借契約を締結させながら､ 実際にはポルノ雑誌や
ビデオ等を収納した自動販売機が設置されてしまい､ 契
約解除できず困っている事例が発生しています｡
契約にあたっては､ 収納商品をきちんと書類で確認す
ると共に､ ポルノ雑誌等を収納しない旨､ 契約書に記載
するなど十分注意しましょう｡

��������	
����

�������������

��������	
�����

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														















・青少年に有害な自動販売機設置のための土
地を貸さない｡
・青少年に有害な自動販売機を置かせない｡
・青少年に有害なものを自動販売機から大
人が買わない
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と き 平成17年２月19日 (土)
午前９時～午後３時

ところ 中央公民館

������ � � ���
(�：35－3860)

※当日､ 用事などで来所できない方は､ 自宅でも
相談を受けますので､ お気軽にご連絡ください｡
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まちの行事予報 ２／１～３／10

日 曜 行 事 予 定 〈場所〉

３ 木 今別町消防団鎮火祭＜今別八幡宮＞

４ 金 第23回今別町社会福祉大会＜開発センター＞

５ 土 町民フェンシング大会＜町立体育館＞

６ 日 今別町消防団検閲＜各屯所＞

11 金
建国記念の日
婦人演芸会＜開発センター＞

13 日
町民スキー大会
今別町・知内町交流スキー大会

＜町営スキー場＞

26 土
スキーバッジテスト講習･検定会 (～27日)

＜町営スキー場＞

３ 月

１ 火 県立今別高等学校卒業式

� � � �

米
田

幹
雄

(

65)

奥
平
部

島
中

正
栄

(

77)

山

崎

葛
西

卓
也

(

32)

村

元

勝
野

つ
ま

(

87)

中

沢

����(平成16年12月31日)

� � ��	
���

 � ����� ����
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��� ��������� �
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�
�

�
�

�
�

�
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(

12
月
１
日
か
ら
31
日
の
届
出
分)

�
�

�
�

�

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
出
の

時
に
住
民
保
険
担
当
へ
申
し
出
て
下
さ

い
。
ま
た
、
東
奥
日
報
・
東
奥
ウ
ェ
ブ

に
つ
い
て
も
同
様
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

(
)

と き 平成17年２月９日 (水)
午前10時～午後３時

ところ 中央公民館
� � � � � �

���	(�35－2332)・
���(�35－2224)
���(�35－2820)・����(�36－2341)
※当日､ 用事などで来所できない方は､ 自宅でも
相談を受けますので､ お気軽にご連絡ください｡

��������	
���
���������	
��

��������������
������������������
平成17年２月17日から､ 仙台管理局青森港出

張所及び八戸港出張所が廃止され､ ｢仙台入国
管理局青森出張所｣ が開設されます｡ ｢青森出
張所｣ の所在地・連絡先は､ 現在の青森港出張
所と同じで下記のとおりとなっています｡

所在地：〒030－0861
青森市長島１丁目３番５号

青森第２合同庁舎
�017－777－2939

平成17年４月以降は､ 当座預金や利息のつかない普
通預金は ｢決済用預金｣ として全額保護され､ 定期預
金や利息のつく普通預金などは､ １金融機関につき預
金者１人当たり､ 元本１千万円までとその利息が保護
されます｡ 具体的にどの預金が ｢決済用預金｣ に該当
するか等の詳細は､ 金融機関等の窓口等にお問い合わ
せください｡
※決済用預金とは､｢無利息､ 要求払い､ 決済サービス
を提供できること｣ という３用件を満たすものです｡

お問い合わせ
東北財務局青森財務事務所総務課

�017－722－1461

��������	
������

	
��：平成17年２月13日(日) 	����：体験交流センター
	����：午前８時30分厳守 	� � �：９時 	����：10時
※なお､ 中学生以上の一般の部については､ 当日申込ください｡
������：教育委員会 (�35－2157)
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※町に住所を有する３歳以下 (平成13年４月２日誕生日以降)
の子どもさんを掲載しています｡

※町では､ 20代・30代の元気人を探しています｡ 自薦・他薦
かまいませんので､ 広報担当までご連絡ください｡
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����������� ! " 単位：千円

支 出
由 四 良 川 橋 復 旧 工 事 費 ��,���

介 護 サ ー ビ ス 事 業 繰 出 金 �,���

ス キ ー 場 管 理 工 事 費 �,���

�#������"$%&' 単位：千円

会 計 名 補 正 額 補 正 後 の 額
一 般 会 計 ��,��� �,���,���

特
別
会
計

国 保 ( 事 業 勘 定 ) �	,��� ���,���

国 保 ( 診 療 施 設 勘 定 ) － ���,���

介 護 ( 保 健 事 業 勘 定 ) △�� ���,���

介 護 ( サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ) �,��� 		�,��	

水 道 会 計
収 益 的 支 出 ��� ���,�
�

資 本 的 収 入 － �,	��

資 本 的 支 出 － ��,��	

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																			
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寒
冷
地
手
当
に
つ
い
て
、
平

成
20
年
度
ま
で
段
階
的
に
引
き

下
げ
支
給
方
法
を
月
割
と
し
た
。
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過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
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半
島
振
興
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。
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町
長
は
就
任
時
に
は
、

意
欲
を
持
っ
て
特
別
な

思
い
入
れ
が
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
町
は

財
政
難
で
、
財
政
再
建
の
た
め

に
非
常
に
苦
労
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。

17
年
に
は
町
長
選
挙
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
長
に
は
再
度
出

馬
し
今
別
町
民
の
幸
福
へ
の
土

俵
を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
う
も
の
だ
が
、
町
長
の
所

信
を
伺
い
た
い
。

私
は
先
の
選
挙
で
町

民
の
方
々
と
た
く
さ
ん

の
約
束
を
し
ま
し
た
。

残
り
の
任
期
中
に
一
つ
で
も
多

く
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の

心
境
で
は
次
の
選
挙
を
考
え
る

余
裕
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今
は

危
機
的
な
財
政
を
再
建
す
る
こ

と
と
、
町
民
の
暮
ら
し
の
向
上

に
全
力
を
傾
注
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

各
地
域
の
実
情
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
、
住
民
の
方
々
と
の

話
し
合
い
を
持
ち
、
議
員
の
皆

さ
ん
と
も
相
談
し
な
が
ら
再
出

馬
に
つ
い
て
は
、
６
月
頃
に
結

論
を
だ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

宮
本
84－

１
の
八
甲

荘
前
の
私
道
を
早
急
に

町
道
に
編
入
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
浜
名

三
九
郎
沢
線
は
坂
道
で
あ
る
こ

と
か
ら
早
急
な
舗
装
、
補
修
が

必
要
と
思
う
が
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

八
甲
荘
前
の
道
路
は

町
道
編
入
の
認
定
、
整

備
計
画
に
入
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
土

地
所
有
者
と
の
協
議
、

現
地
調
査
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

浜
名
三
九
郎
沢
線
に
つ
い
て

は
、
現
地
調
査
を
し
て
財
政
と

調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

17
年
４
月
か
ら
ペ
イ

オ
フ
全
面
解
禁
と
な
り

ま
す
が
、
町
で
は
無
利

息
の
決
済
用
預
金
を
使
う
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

利
息
の
付
か
な
い
決

済
用
預
金
を
利
用
す
る

か
ど
う
か
は
、
県
の
対

応
、
他
市
町
村
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
が
増
え
用

水
路
が
埋
ま
り
、
耕
作

地
に
水
が
流
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
早

急
な
用
水
路
の
整
備
が
必
要
と

考
え
ま
す
が
、
町
の
計
画
は
ど
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A

B
C
�
D
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E

平
成
12
年
に
策
定
し
た
、
今

別
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
後
期
分
を
定
め
る
も
の
で
あ

る
。

�
�

�
�

�
�

�

・
平
成
17
年
度
地
方
交
付
税
所

要
総
額
の
確
保
に
関
す
る
意
見

書

�
�

�
�

�
	

・

｢

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画｣

見
直
し
に
関
す
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
請
願
書

�
�

�
�

�

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ｒ
交
渉
に
関

す
る
決
議
及
び
政
府
へ
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

�
�

�
�

�

5
6
7
�
F
G
H
�

�
I

欠
員
と
な
っ
て
い
た
議
会
選

出
監
査
委
員
に
阿
部
修
吾
議
員

(

今
別)

を
選
任
し
た
い
旨
提

案
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
に
同
意

し
た
。

5
�
	
J
K
�
L
H
�
M
N
O

P
Q
�

R
�

１
、
選
挙
管
理
委
員

上
山

等
氏

(

57
歳
・
大
川
平)

小
鹿
信
行
氏

(

65
歳
・
今

別)

鈴
木
源
藏
氏

(

66
歳
・
砂
ヶ
森)

新
井
田
昭
氏

(

65
歳
・
浜

名)
２
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

１
、
宮
本
平
内
氏

(
73
歳
・
村

元)

２
、
山
田
一
藏
氏

(

57
歳
・
奥
平
部)

３
、
小
鹿
清
春
氏

(

67
歳
・
村

元)

４
、
田
中
忠
平
氏

(

66
歳
・
今

別)
(

※
任
期
は
、
平
成
16
年
12
月

15
日
か
ら
平
成
20
年
12
月
14

日
ま
で)

�
�

�
�
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う
か
。

農
業
用
水
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
補
助
事

業
で
採
択
が
可
能
な
箇

所
は
町
の
過
疎
計
画
案

に
も
提
案
し
て
お
り
、

今
後
、
必
要
な
準
備
を
し
て
い

く
予
定
で
す
。

町
単
独
費
で
の
対
応
分
は
、

財
政
と
も
相
談
し
な
が
ら
で
き

る
限
り
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。我

が
町
は
早
く
か
ら

三
�
村
と
の
合
併
を
目

指
し
て
首
長
の
話
し
合

い
や
、
事
務
的
な
会
合
、
さ
ら

に
は
議
会
で
も
協
議
を
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
三
�
村
は

蟹
田
町
、
平
舘
村
と
の
飛
び
地

三
町
村
の
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
町
と
の
合
併
が
破
綻
し
た

理
由
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
今
別
町
は
自
立
の
道

を
選
択
す
る
の
か
、
将
来
は
青

森
市
を
拠
点
と
す
る
東
青
一
本

に
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
三
町

村
の
仲
間
入
り
を
す
る
の
か
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

合
併
問
題
に
つ
い
て

は
、
議
員
の
皆
さ
ん
と

意
識
を
共
に
し
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

三
�
村
と
の
合
併
が
か
な
わ
な

か
っ
た
理
由
を
聞
か
れ
て
も
答

え
よ
う
が
な
く
、
む
し
ろ
三
�

村
か
ら
お
聞
き
し
た
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
三
町
村
に

仲
間
入
り
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
東
青
一

本
化
の
合
併
も
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
と
の
考
え
で
す
。

国
が
進
め
て
い
る
三

位
一
体
改
革
の
名
の
も

と
に
、
地
方
自
治
体
は

深
刻
な
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
わ
が
町
も
自
主
財

源
で
あ
る
税
収
が
減
っ
て
い
る

の
に
加
え
、
交
付
税
減
額
に
よ

り
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
人
件
費
等
の

削
減
や
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
、
2005
年
度
ま
で
は
予
算
編
成

も
ど
う
に
か
で
き
る
と
の
町
長

の
説
明
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
問
題
は
2006
年
度
以

降
の
予
算
編
成
で
あ
り
ま
す
。

三
億
か
ら
四
億
の
財
源
不
足

を
何
に
求
め
て
い
く
の
か
。
歳

出
の
削
減
に
は
限
界
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
歳
入
増
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

ご
質
問
の
と
お
り
平

成
18
年
度
以
降
の
予
算

編
成
は
相
当
困
難
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
職

員
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
人
件
費
等
の
削
減
を
す

る
な
ど
財
政
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
財

政
赤
字
の
根
源
で
あ
り
ま
す
町

直
営
施
設
の
民
営
化
に
全
力
を

あ
げ
、
こ
の
危
機
的
状
況
か
ら

脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
願
い
ま
す
。

八
戸
か
ら
新
青
森
間

と
新
青
森
か
ら
函
館
ま

で
の
新
幹
線
着
工
は
同

時
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
報
道
が

さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
新
幹
線
の
駅
舎
が
設
置
さ
れ

る
わ
が
町
と
し
て
は
駅
舎
周
辺

の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
振
興
の
う
え
か
ら
も
新
幹

線
開
業
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の

で
、
町
長
の
所
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

新
幹
線
着
工
は
来
年

度
か
ら
の
見
通
し
で
あ

り
、
町
と
し
て
は
関
係

機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

閉
校
と
な
っ
た
大
川

平
小
学
校
跡
地
利
用
の

た
め
に
、
県
道
14
号
か

ら
体
育
館
へ
の
道
路
新
設
計
画

が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
完
成
は

い
つ
ご
ろ
の
予
定
か
伺
い
ま
す
。

ご
質
問
の
道
路
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
平
成
20
年
度
の
２

ヶ
年
事
業
と
し
て
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
原
燃

サ
イ
ク
ル
の
助
成
金
で
平
成
20

年
度
完
成
の
予
定
で
す
。

地
区
座
談
会
の
資
料

で
も
わ
か
る
よ
う
に
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
赤

字
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
統
廃

合
に
よ
る
学
校
数
の
減
少
、
物

価
の
下
落
、
人
件
費
の
賃
上
げ

も
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

経
費
節
減
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
年
々
赤
字
額
が

増
え
て
い
る
の
は
納
得
で
き
ま

せ
ん
。
賄
い
材
料
費
で
も
新
鮮

な
も
の
を
安
く
仕
入
れ
る
な
ど

の
工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
赤
字
解
消
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
給
食

セ
ン
タ
ー
収
支
決
算
は
、

歳
入
は
施
設
整
備
事
業

債
と
保
護
者
負
担
分
か

ら
な
っ
て
お
り
、
歳
出
は
給
食

施
設
整
備
の
た
め
に
借
り
入
れ

た
起
債
償
還
分
、
食
中
毒
事
故

発
生
後
の
改
善
を
図
る
た
め
の

工
事
費
、
学
校
給
食
設
置
者
の

義
務
的
経
費
等
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
収
支
差
引
で
収
入

の
減
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

起
債
の
償
還
が
平
成
30
年
度
ま

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
見

合
う
額
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

給
食
材
料
等
の
物
資
購
入
に

あ
た
っ
て
は
、
乳
製
品
は
県
学

校
給
食
会
か
ら
の
購
入
、
一
般

食
材
は
町
内
の
業
者
か
ら
の
購

入
と
経
費
節
減
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
逼
迫
し
た
財
政

事
情
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
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も
学
校
給
食
用
物
資
の
購
入
計

画
に
つ
い
て
は
合
理
化
に
努
め
、

一
層
、
経
費
の
節
減
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

精
神
的
苦
痛
を
伴
う

職
場
に
勤
務
す
る
職
員

は
、
普
通
の
職
員
と
比

べ
て
優
遇
さ
れ
る
べ
き
と
思
う

が
、
て
ん
し
ょ
う
苑
に
勤
務
し

て
い
る
職
員
の
待
遇
が
劣
悪
と

感
じ
て
い
る
。

斎
場
は
、
特
殊
な
職
場
で
あ

る
こ
と
か
ら
特
殊
勤
務
手
当
の

支
給
な
ど
に
つ
い
て
、
理
事
者

に
お
願
い
し
て
い
く
考
え
が
な

い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

斎
場
勤
務
職
員
の
採

用
に
つ
い
て
は
広
域
事

務
組
合
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
待
遇
の
改
善
と

い
う
こ
と
で
は
、
斎
場

勤
務
の
職
員
の
み
な
ら
ず
組
合

全
体
の
職
員
に
係
わ
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

構
成
市
町
村
の
財
政
事
情
も
あ

り
、
今
後
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
組
合
と
協
議
を
し
て
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

厳
し
い
赤
字
財
政
か

ら
健
全
な
財
政
の
確
立

に
向
け
、
小
鹿
町
長
に

は
次
期
町
長
選
挙
に
再
出
馬
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の

で
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

小
鹿
議
員
に
お
答
え

し
た
通
り
で
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。

町
に
は
統
廃
合
に
よ

り
廃
校
と
な
っ
た
学
校

の
校
舎
、
教
職
員
住
宅

な
ど
の
建
物
が
放
置
さ
れ
た
ま

ま
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
財
政

の
厳
し
い
中
で
、
希
望
者
に
売

却
す
る
な
ど
の
考
え
が
な
い
も

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
活
用
計

画
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

現
在
四
つ
の
空
き
校

舎
が
あ
り
、
大
川
平
小

学
校
は
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
二
股
小
学
校
は
、

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
い
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
開
智
、
大
泊
小
学
校

は
原
則
的
に
は
校
舎
を
解
体
し
、

更
地
に
し
て
売
却
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政

事
情
の
た
め
時
間
を
要
す
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

国
道
280
号
の
拡
幅
改

良
工
事
は
綱
不
知
地
区

一
・
二
キ
ロ
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
沿
線
住

民
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
道

路
で
あ
り
、
残
り
の
区
間
を
早

期
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
も
の
で
す
が
、
今
後
の
整

備
計
画
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
奥
平
部
か
ら
与
茂
内

ま
で
は
急
傾
斜
地
が
多
く
危
険

で
す
。
急
傾
斜
地
の
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

国
道
280
号
に
つ
い
て

は
平
成
16
年
度
は
奥
平

部
２
期
工
事
と
し
て
ト

ン
ネ
ル
を
含
む
延
長
九

二
〇
メ
ー
ト
ル
が
採
択

さ
れ
、
現
在
は
測
量
、
設
計
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17

年
度
に
は
用
地
測
量
、
用
地
買

収
を
し
て
工
事
に
着
手
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
、
機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

急
傾
斜
地
対
策
と
し
て
は
、

袰
月
地
区
急
傾
斜
事
業
と
奥
平

部
２
号
区
域
急
傾
斜
事
業
の
工

事
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、
両
地

域
と
も
平
成
16
年
度
完
成
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
17
年

度
は
奥
平
部
１
号
区
域
を
急
傾

斜
事
業
と
し
て
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

奥
平
部
地
区
の
漁
港

先
端
に
は
誘
導
標
識
が

あ
り
ま
す
が
、
小
さ
い

の
で
も
っ
と
大
き
い
標
識
の
設

置
方
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
ヶ
森
地
区
は
漁
港
内
の
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
完
成
は

い
つ
ご
ろ
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

11
月
26
、
27
日
の
強
風
に
よ
り

東
防
波
堤
の
一
部
が
倒
壊
し
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
上
げ
を
要
望
さ
れ

て
い
ま
す
。
袰
月
地
区
は
東
側

船
揚
場
の
改
良
と
強
風
、
高
波

に
よ
り
北
防
波
堤
が
倒
壊
し
た

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
上
げ
の

要
望
が
あ
り
ま
す
。
大
泊
地
区

は
最
適
な
干
場
が
完
成
し
喜
ば

れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
は
干

場
の
外
側
へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
整
備

の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
の
要
望
の
実

現
の
た
め
、
国
、
県
へ
の
陳
情

等
を
一
層
強
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

漁
港
整
備
に
つ
い
て

は
、
事
業
実
施
前
に
漁

協
関
係
者
、
県
関
係
、

町
の
三
者
で
協
議
の
場

を
設
け
、
両
漁
協
や
各

地
域
の
意
見
・
要
望
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

各
地
区
か
ら
の
要
望
に
つ
き

ま
し
て
も
、
町
の
負
担
の
な
い

県
の
維
持
修
繕
工
事
な
ど
で
対

応
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

砂
ケ
森
漁
港
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
工
事
で
は
東
側
五
十
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
残
り
ま
す
が
来
年

に
は
完
了
で
き
る
も
の
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
名
の
も

と
に
進
め
て
い
る
小
泉

内
閣
の
三
位
一
体
改
革

は
一
部
の
大
都
市
を
除
い
て
、

ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
赤
字
に
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な
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
交
付

税
の
削
減
案
は
地
方
つ
ぶ
し
と

批
判
が
渦
巻
き
、
全
国
的
に
強

い
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
長
は
三
位
一
体
改
革
の
展

開
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
所
見
を
求
め
ま
す
。

今
別
保
育
園
の
民
営
化
に
つ

い
て
は
、
施
設
関
係
者
に
よ
る

福
祉
法
人
設
立
の
提
案
も
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
一
定
数
の
勧
奨
退
職
に

応
じ
る
職
員
が
い
な
け
れ
ば
町

の
超
過
負
担
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。ス

キ
ー
場
な
ど
の
赤
字
施
設

の
閉
鎖
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
職
員
が
適
正

定
数
よ
り
多
い
と
す
れ
ば
、
事

業
収
入
が
見
込
め
る
施
設
で
増

収
が
図
ら
れ
る
よ
う
有
効
活
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
明

快
な
答
弁
を
求
め
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
一
定
数
の

勧
奨
退
職
に
応
じ
る
職
員
が
い

な
け
れ
ば
町
の
損
失
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
勧
奨
退
職
者
の
見

通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
体

の
財
源
確
保
の
た
め
に

全
国
の
首
長
と
共
に
要
請
行
動

を
取
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

特
に
地
方
交
付
税
の
総
額
確
保

に
は
県
町
村
会
を
軸
と
し
て
、

今
後
と
も
要
請
行
動
を
と
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

退
職
者
の
優
遇
措
置

に
つ
い
て
は
、
町
独
自

で
試
算
し
条
例
化
し
て

も
、
退
職
金
は
退
職
手

当
組
合
に
委
任
し
て
い
る
た
め

実
施
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

県
で
は
12
月
の
県
議
会
に
40

歳
か
ら
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て

提
案
し
て
い
ま
す
。
県
議
会
で

決
ま
り
ま
す
と
、
旧
三
市
を
除

く
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る

退
職
手
当
組
合
で
も
規
約
の
改

正
を
し
、
こ
の
制
度
が
で
き
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

勧
奨
退
職
者
の
見
通
し
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
職
員
組
合
と

の
話
し
合
い
も
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
今
後
、
職
員
組
合
と
十

分
な
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
別
保
育
園
の
民
営

化
に
つ
い
て
は
、
入
園

園
児
の
保
護
者
や
町
民

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
保
護
者
へ

の
説
明
会
の
開
催
や
、
地
区
座

談
会
に
お
い
て
住
民
へ
も
説
明

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ご
理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。

民
営
化
に
伴
う
職
員
の
処
遇

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
優
遇

措
置
に
つ
い
て
財
政
調
整
委
員

や
職
員
組
合
と
協
議
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も

17
年
４
月
の
民
営
化
に
向
け
て

関
係
者
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
の
観
光
施
設
で
あ

る

｢

ス
キ
ー
場｣

、｢

海

峡
の
家
ほ
ろ
づ
き｣

等
、

赤
字
の
状
況
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
施
設
の

運
営
に
あ
た
っ
て
は
職
員
で
で

き
る
も
の
は
職
員
で
対
応
す
る

こ
と
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
収
に
つ
な
が
る
妙
案
は
な
か

な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤
字
を

削
減
し
て
い
く
よ
う
、
経
費
節

減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

八
幡
町
地
区
の
融
雪

溝
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

が
、
空
き
地
な
ど
で
は

投
入
口
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、

利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な

い
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
除
雪
車
が
投
雪
口
に
雪
の

塊
を
置
い
て
い
く
と
、
高
齢
者

や
病
弱
な
方
に
は
大
変
で
あ
り
、

蓋
そ
の
も
の
が
重
い
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

融
雪
溝
の
維
持
管
理
、
活
用

計
画
、
歩
道
の
確
保
な
ど
、
地

域
の
交
通
安
全
対
策
を
含
め
た

利
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

融
雪
溝
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
利
用
し
て
み

て
不
便
な
と
こ
ろ
は
対

処
し
て
い
き
た
い
と
町

内
会
に
説
明
し
て
お
り

ま
す
。
投
入
口
が
た
り
な
い
と

こ
ろ
な
ど
問
題
が
出
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
地
区
の
方
々
と
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
協

定
書
案
を
作
成
し
町
内
会
に
提

示
の
う
え
了
解
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
融
雪
溝
の
投
雪
時
間
、

投
雪
量
、
清
掃
や
ポ
ン
プ
の
操

作
、
点
検
等
の
日
常
管
理
は
町

内
会
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
電

気
料
金
は
町
内
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
町
で
は
日
常
管
理
に
関

す
る
指
導
監
督
や
県
と
の
連
絡

調
整
、
ポ
ン
プ
の
定
期
点
検
を

行
い
ま
す
。
大
規
模
補
修
は
県

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
他
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
は

町
、
県
、
町
内
会
で
協
議
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
26
日
、
27
日
の

暴
風
大
波
で
袰
月
、
砂

ケ
森
漁
港
の
一
部
が
決

壊
し
た
が
、
災
害
復
旧
工
事
、

大
泊
漁
港
の
大
波
対
策
な
ど
の

整
備
事
業
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

大
泊
漁
港
の
整
備
は
計
画
に

大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
し
ま
し
た
が
、

こ
の
件
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

決
壊
し
た
箇
所
は
県

の
施
設
で
あ
り
、
県
の

災
害
事
業
と
し
て
復
旧

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
き
る
限
り
漁
民

の
不
便
が
少
な
く
て
す
む
よ
う
、

早
期
復
旧
に
つ
い
て
関
係
機
関

に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
大
泊
漁
港
に
つ
い
て

も
、
冬
の
強
風
が
気
に
な
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
早
期
対
応

を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

���������	
�������

� �
� �

� � �
�	��


���
� 	 � �

������
�������

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
�



��

� � � �
�����

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

����� ��
�����



���������	
�������

���

10月12日 郡議長会議
18日 施設運営特別委員会
26日 議会広報委員会
28日 議会事務局職員研修会
29日～30日 北郡・東郡議長・副議長交

流会
11月１日 施設運営特別委員会
２日 町褒賞受賞式
５日 青森県高規格道路建設促進期成会

総決起大会
町村議会広報研修会

11日 議員全員協議会
産業建設常任委員会

12日 議長・事務局長研修会
25日 議員全員協議会
29日～30日 産業建設常任委員会視察研

修
12月３日 議会運営委員会
６日 産業建設常任委員会
10日～14日 第351回定例会
16日 東郡社会福祉大会
22日 議会広報委員会
24日 選挙管理委員当選証書交付式

�
�
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暖
冬
・
少
雪
と
予
想
さ
れ

た
こ
の
冬
は
大
雪
と
な
り
生

活
に
支
障
が
出
て
い
る
よ
う

で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
毎
日

の
雪
か
き
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

大
雪
の
年
は
豊
作
で
あ
る

と
の
例
え
が
あ
り
ま
す
。
今

年
は
町
民
に
と
っ
て
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
お
よ

せ
く
だ
さ
い
。
議
会
広
報
委

員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

(

議
会
広
報
委
員
長

小
鹿

勉)
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
平
成

16
年
11
月
29
日
か
ら
30
日
の
２
日
間
、

六
ヶ
所
村
相
和
物
産
と
六
ヶ
所
地
域
振

興
開
発
株
式
会
社
を
視
察
研
修
し
ま
し

た
。
相
和
物
産
の
有
機
物
発
酵
処
理
シ

ス
テ
ム
は
家
畜
糞
尿
・
植
物
残
さ
・
汚

泥
等
を
高
品
質
な

｢

堆
肥
化｣

に
再
資

源
化
し
て
、
周
辺
地
域
の
持
続
的
農
業

を
推
進
し
、
安
全
な
農
作
物
を
地
域
に

還
元
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に
、
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
施
設
で
あ
る
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

平
成
16
年
11
月
５
日
、
青
森
市
ア
ラ
ス
カ
会
館

に
お
い
て
標
記
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
半
は

｢

議
会
広
報

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト｣

と

題
し
て
、
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
後
半
に
は
県
内
町
村
の
議
会
広
報
を
基

に

｢

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク｣

を
行
い
、
議
会
広
報
編

集
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

議
会
の
内
容
を
町
民
の
方
々
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
愛
読
い
た
だ

け
る
よ
う
、
議
会
広
報
委
員
一
丸
と
な
っ
て
努
め

て
い
き
た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
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